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1 はじめに 

ＣＡＯＳ21の会事務局 

第33回CAOS21の会は、第1日目にトラベクロトミーマイクロフック

の進化版をご考案された小江戸眼科内科 院長 庄司拓平先生の

低侵襲緑内障手術と、こだわりの施設（2022年5月開業）を見学さ

せて頂きました。 第2日目は日本白内障屈折矯正学会理事であ

る、医療法人先進会 理事長 岡義隆先生の屈折矯正手術と、こだ

わりの施設（2024年8月移転）を見学させて頂きました。 
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第1日目は、小江戸眼科内科 院長 庄司

拓平先生を訪問しました。庄司拓平先生

は2002年 防衛医科大学校医学部卒業

後、行定病院 眼科医長、埼玉医科大学 

眼科准教授を歴任、現在は埼玉医科大

学 眼科客員教授、日本緑内障学会評議

員、日本眼科手術学会学術委員を務めら

れております。 

2022年5月にご開業、初年度から白内障

手術2500件の実績、2023年度の総手術

件数は3618件、2024年度の総手術件数

は3950件、現在は常勤医師8名体制とな

り、急成長を遂げております。開業3年で、

多くの来院患者数と手術件数を受け入れ

ている、効率化のための工夫と、Alcon社

からリリースされた新しいMIGSデバイスであ

るHydrusのCertificateを国内で初めて取

れた「湛然不動（たんぜんふどう）」の書道

額装が掲げられていました。水が深くたた

えられて静かに揺るがないように、物事に

対して心が落ち着いていて、決して動じな

い様子を表している成句に相応しく、庄司

拓平先生の手術は流石でした。 

MHLは出血しません。アーメドゴニオ、モリ

ゴニオ、スワンヤコブゴニオを症例によって

使い分けていました。MHL→Phacoの流れ

で、メインポートを開けず、サイドポートだけ

でCCC、手術終了時の眼圧が重要である

事、患者さんの顔位の取り方についても、

先生方へ丁寧にアドバイスしておりました。

術後３日の時点で視力改善があり、受診

スケジュールは翌日･３日目･１週間、との

事でした。参加された先生方からのアン

ケートでは、手術見学をする事により、自分

得された庄司拓平先生にご講演頂き、

MIGS間（マイクロフック･Hydrus･iStent）適

応の違いを学べる会になりました。 

 

手術見学・施設見学 

手術見学は、PEA+IOL＋Micro hook lot-

omy(MHL)、PEA+IOL+Hydrus、PreserFlo

の10症例を5班に分かれて見学させて頂

きました。1班ごとオペ室へ入室、入室待

機の先生方は、待合室の電動プロジェク

ター160インチスクリーンでモニター見学を

しました。モニター見学中も、小江戸眼科

内科の常勤医師が待合室に同席頂き、先

生方が疑問に思った事を、その場で丁寧

にご回答頂きました。 

オペ室の壁には、千原悦夫先生から贈ら
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2 小江戸眼科内科 



講演会・症例検討会 

手術見学と施設見学のあと、庄司拓平先

生に『開業して今思うこと ～こうすれば良

かった… そしてこれから～』という演題でご

講演頂きました。講演会の前半は庄司拓

平先生の生い立ちに始まり、サンディエゴ

へ留学した時の話、開業に至るまでの出

来事を、講演会の後半は緑内障手術につ

いて、Lectomy、ExPRESS、PreserFlo、

AhmedACP、microhook、iStent、Hydrusの

使い分けなど、詳細にご教授頂きました。

庄司拓平先生の大学時代の同期である

宇宙飛行士の金井さん打ち上げ成功で始

まる講演会に、参加された先生方全員が

講演会に聴き入って、1時間があっという

間でした。  

の手術をスキルアップさせるポイントをいく

つも学べた事が有難かったという声が多数

寄せられています。 

手術見学の合間に、施設スタッフ様のご案

内で施設見学をさせて頂きました。視能訓

練士の方へのインタビューで、小江戸眼科

内科が教育に力をいれている話を伺うこと

が出来ました。診察室のスリットランプ設置

方法では、スライディングテーブルを敢え

て逆引きにする事で、モニターでの説明に

障壁がなくなり、患者さんと対面するのでは

なく、同じ方向を見て、一緒に病気の解決

方法を決めて行くという、庄司拓平先生の

こだわりを知りました。開業3年目にして小

江戸眼科内科がこれほどまでに急成長を

遂げている理由の一端を見ることが出来ま

した。 
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開業を決心された話が印象的でした。理

想のクリニックを目指して、最新の医療機

器の導入、最新のデバイス・薬剤の使

用、多職種の円滑な連携、患者さん

ファースト、緑内障の長期フォローアッ

プ、常に医療の質の向上に努め、最新の

医療技術を追求し、安全で信頼される医

療を目指そうと決意されたそうです。オペ

室に50インチモニターを3台設置してカ

ルテ情報をスタッフ全員で共有したり、処

置室とレーザー室をカーテンで区切る事

で一緒にしたりなど、設計にあたり工夫さ

れた事を多数ご紹介頂きました。工事段

階で現場に足を運んで、実際のスペース

を見て体感、サイズ感を確認する事が大

事と仰ってました。日々の診療でも工夫し
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ている事として、平均滞在時間（受付～

会計終了）を少しでも減らせるよう努力し

ているそうです。視力検査６列→９列、

OCT ２台→３台、視野計３台→４台、常

勤医４名→８名、ボトルネックとなってい

る所を日々改善しているとの事でした。 

緑内障手術の講演では、MIGSはほぼ全

例日帰り手術で対応可能、日帰りクリニッ

クにおけるMHLは、早期から中期のPOAG

や、ステロイド緑内障に有効な選択肢で

ある事、PreserFloはMMC濃度が重要で

ある事をご教授頂きました。 

症例検討会では、Hydrusの短期評価も

お聞きしました。点眼スコア良し、四象限

に挿入可能だが下鼻側に入れる、ハイド

ラス挿入のコツは術前の挿入戦略が重

要、どの隅角鏡を用いて、どの部位に挿

入するか事前に計画するのがコツとの事

でした。参加された先生方からレクトミー

の質問が多数寄せられました、手術終了

時の眼圧が重要と、庄司拓平先生が繰り

返し回答していたのが印象的でした。 

 

懇親会 

CAOS一同は川越プリンスホテルへ移

動、５階「ティーローズルーム」で懇親会

を開催しました。庄司拓平先生を中心に

ロの字スタイルで着席して情報交換を行

います。 

参加された先生方から、見事な手術と素

晴らしい情熱的なご講演を通して、緑内

障手術の体系と手技を具体的に学ぶ貴

重な機会になりました、常日頃白内障

サージャンである自分が患者さんの目に

早期手術介入している事は緑内障を進

行させないために役立っていると確信し

ました、素晴らしいクリニックを見せて頂き

有難うございました、という感謝の声が多

数寄せられました。 

懇親会終了後、川越プリンスホテル1階

「ウインザー」で二次会を行いました。庄

司拓平先生とCAOS一同は眼科医療の

将来について時間を忘れて議論しており

ました。こうして第一日目を盛会裏に終え

る事が出来ました。庄司拓平先生をはじ

めスタッフの皆様のご協力に感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。 
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手術見学は、FLACS+CTR、ICL、X-

tremeLASIKの44眼を2班に分かれて見

学させて頂きました。内眼手術室と大き

なガラス壁で隔てられたLASIKレーザー

室に分かれての見学です。講演会開始

の予定時刻まで、2時間30分しかないの

で、果たして44眼も手術が出来るのだろ

うか？と少し心配していましたが、実際の

手術を見学すると、直ぐにその心配は無

くなりました。大勢のスタッフがそれぞれ

の役割を正確にこなし、岡先生が無駄の

ない流れで極めて効率的、かつ巧みに

手術を進めておられる様子に感動しまし

た。 

リズムが良く、手術している以外の時間が

短い、ご使用していたドレープは、ドレープ

貼付行程で患者さんに直接触れる事が

なく、清潔操作のままなので大幅に時間

短縮（従来ドレープが約65秒のところ約

12秒に短縮）、ICLの創口作成はサイド

ポートも弧状ナイフを使用する、ICLセッ

ティング専用のスタッフを置いている事、

粘弾性を必要最小限に減らしてオペをし

ている事など、学ぶ点が多かったです。 

FLACS+CTRとICLが終わり、LASIKになる

ところで、 LenSxから煙が出るというアク

シデントがありましたが、そこはIFS(AMO)

で代用、より難しい操作が必要なIFSです

が、全く動じることなく手術を終えていた

所は、レベルの高さを感じました。 

手術見学の合間に、施設スタッフ様に詳

しくご説明頂きながら施設見学をさせて

頂きました。「自分が受けたい眼科治療」

 第2日目は、先進会眼科大阪梅田 理

事長 岡義隆先生を訪問しました。岡義

隆先生は、1996年 愛知医科大学卒業

後、福岡大学病院、同大学筑紫病院、

聖マリア病院 眼科外来医長を歴任、現

在は日本白内障屈折矯正手術学会理

事を務められております。2002年11月に

福岡県飯塚市で岡眼科クリニックをご開

業、１年半で延べ3万人を超える診療の

中、医療法人先進会を設立、今回訪問

する大阪梅田院は先進会眼科の旗艦施

設として、ICL･レーシック･FLACSを中心

に、年間6000例以上施行しています。グ

ループ全体で年間15000例以上を執

刀、独自の効率化のための工夫と、24年

間連続して術後感染症ゼロを達成してい

る秘訣、屈折矯正手術を学べる会になり

ました。 

3 先進会眼科 
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をテーマに最善の方法をクリニック一丸と

なって取り組み、患者さま一人一人に

とっての「生涯の目のパートナー」であり続

けているクリニックの理念を感じました。 

 

講演会・症例検討会 

大阪梅田ツインタワーズ･サウス26階の

会場へ移動して、岡義隆先生に屈折矯

正手術についてご講演頂きました。講演

会では門外不出のTipsを多数ご伝授頂

きました。拝聴された先生方が大絶賛し

た講演会でした。参加できなかった先生

方のために、ここで少し概要をご紹介させ

て頂きます。 

ICL手術で一番大切な事は、絶対的な安

全性と徹底した低侵襲の追求、手術時

間や症例数より安全第一、感染対策を

徹底して感染性眼内炎23年間ゼロ、ICL

と弧状ナイフは相性が良い、創口安定化

→弧状ブレードを使用で自己閉鎖率はほ

ぼ100%、挿入中にインジェクターが外れ

る事が起こりにくい、眼球をしっかり固定

する事がコツ、眼球固定器を使用してい

るが眼球が水平になっている事が分か

る、虹彩と水晶体前嚢に対して水平・平

行、インジェクターの長さと創口トンネル

の長さが同じになる、デスメ膜損傷防止

→サイドポートデザイン変更、ICLは白内

障よりも眼内で器具を動かす範囲が大き

い、弧状ブレードは内方弁0.6mm外方弁

1.0mmなのでリークしづらい、内方弁に負

担がかからない、白内障手術では怖くな

いサイドポート作成だが、ICLではサイド

ポート作成はストレス、1ｍｍサイドポート

ナイフは内方弁から先端が2ｍｍ眼内に

入る、弧状ナイフは内方弁から先端が

0.5ｍｍ、適正な前房深度→粘弾性2種

類を使用、レンズ翻転防止→レンズセット

後の待機時間短縮、ICL手術時に最も嫌

なこと、内皮障害と水晶体損傷、安全な

虹彩下固定→全例上方切開で縦固定、

残留粘弾性対策→適正な粘弾性使用と

還流量増加、角膜内皮保護→IAチップと

スリーブ位置変更、ICL翻転対策→適正

な器具選定と手法、ICLが翻転しそうなと

き、半分以上ひっくり返ってしまうとリカバ

リーは難しくなるが、60%以下の翻転時ま

で、完全に押しきらずにそのままインジェ

クターを抜きつつ、少し虚脱させて、フット
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症例検討会でも先生方からの質問が途

切れず、終了時間となってしまった為、

続きは懇親会でする事にして、やむなく

講演会･症例検討会を終了させて頂きま

した。 

懇親会 

CAOS一同はヒルトン大阪へ移動、４階

「銀の間」で懇親会を開催しました。岡義

隆先生と近藤美鈴先生、菅沼隆之先生

を中心にロの字スタイルで着席して情報

交換を行います。 

参加された先生方から寄せられた感謝

の声を一部紹介させて頂きます。、岡義

隆先生のゆるぎない信念と情熱、そして

それを支えるチームの統制力と勢いにあ

ふれる非常に魅力的なクリニックであっ

た。今後の人材育成や組織運営を考え

る上で、多くの示唆を得ることができた。

組織的な連携の精度の高さ、岡先生の

素晴らしい手術手技を学べたことは貴重

でした。この他手技に関する質問も多数

寄せられ懇親会はあっという間でした。 

懇親会終了後、ヒルトン大阪1階

「MYPLACE」で二次会を行いました。岡

義隆先生とCAOS一同は眼科医療の将

来について時間を忘れて議論しておりま

した。CAOSの理念である、最先端の眼

科診療を見学して、眼科医同士が情報

交換を行い、眼科医療の向上と眼科医

の将来を考え、そこで得られた優れたア

イデアは、自院の医療サービス向上、ひ

いては地域医療の改善に貢献している事

を、改めて実感しました。こうして第二日

目も盛会裏に終える事が出来ました。岡

義隆先生をはじめスタッフの皆様のご協

力に感謝申し上げます。本当にありがとう

ございました。 

プレートを創に挟む、粘弾性を準備する

数秒間に翻転するのを防止、ICL裏面間

に粘弾性注入しながら軽く押す、半翻転

整復する方法動画を解説、翻転してし

まったら、従来のICL鑷子では摘出困難、

把持力不足、先端形状も狭い前房内で

の操作に不向きリスクが高い、ICL抜去の

切り札Inami野口氏IOL把持鑷子、ICL抜

去する際にはレンズを把持する位置(ス

ウィートスポット)が最重要、LASIKは決し

て終コンではない、従来LASIKと

CustomLASIK、高次収差に対応、次世

代レーザー屈折矯正のモデル

（RayTracing解析）、より最適化された個

別照射プログラムを作成、測定・プランニ

ングするSightmapはcoming soonです。 



 

室、９列の視力検査、ＯＣＴ３台、視野計

４台、診察室５つ、手術室と通常のクリ

ニックでは考えられない規模でした。１日

の患者数３００人越えというのも納得で

す。また１人の平均滞在時間をなるべく短

くするための検査、診察の導線も非常によ

く考えられていました。患者さんの導線

や、待ち時間の短縮への取り組みなどい

ろいろと質問してしまいましたが、スタッフ

の皆さんは非常に丁寧にわかりやすく教え

ていただきました。 

 手術は緑内障手術が１０件予定されて

いました。μフック、Ｈｙｄｒｕｓ、プリザーフロ

といろいろな手術を見せていただきまし

た。まさに緑内障の専門家という感じで見

事に流れるように手術が進んでいきます。

さまざまな隅角鏡を用いて隅角手術をス

ムーズに行っているのが非常に印象的で

した。 

知る緑内障の大家です。以前、開業初年

度からとんでもないロケットスタートをした

眼科があると噂になっていた眼科が小江

戸眼科内科でしたので今回の訪問はいろ

いろな意味で非常に楽しみにしていまし

た。現在開院３年で分院を１つと医師９人

を抱える巨大なクリニックといえると思いま

す。手術は白内障手術、緑内障手術、硝

子体手術まで多岐にわたり開業初年度か

ら２０００件以上の手術件数でしたが、２０

２４年度は３９５０件と見事な右肩上がりの

成長を続けています。 

 小江戸眼科内科は川越駅から徒歩で５

～６分ほどの距離にあるビルの１階にあり

ます。施設見学でまず驚かされたのが、ク

リニックの広さです。庄司先生はご自身で

工事前に見たときはサッカーできるんじゃ

ないかと思ったとおっしゃっていたほどで

す。その広々としたスペースに広い待合
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毎年１１月が近づいてくるとCAOS21の会

が開催されるためわくわくしてきます。さま

ざまな先生方のクリニックにおける診療の

コンセプトや実際の手術を生で見聞きする

ことができる特別な会だからです。今回で

なんと３３回目の開催です。私は３年前か

ら参加させていただいておりまだまだ新参

者ですがこの度訪問レポートを書かせてい

ただく機会をいただきましたので、見聞きし

て感じたことをご報告させていただきたい

と思います。 

  

初日は埼玉県川越市にある小江戸眼科

内科さんです。院長の庄司拓平先生は２

００２年に防衛医大をご卒業されて、防衛

医大助教、埼玉医大講師、埼玉医大准

教授を歴任されて２０２２年にご開業され

ました。現在は埼玉医大の客員教授もさ

れております。ご専門は緑内障で、誰もが

第33回 ＣＡＯＳ21の会 
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石黒 利充 先生  
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手術後は症例検討会の時間です。症例

検討に先立って庄司先生の自己紹介の

スライドから始まりました。防衛医大という

ある意味特殊な環境と、その経歴は私に

はあまり理解できないものでした。卒業後

は駐屯地に所属する？訓練に参加す

る？どういうこと？って感じです。庄司先

生は駐屯地所属時代に宇治の千原眼科

に勤務して、千原悦夫先生やその時に千

原眼科に勤務されていた谷戸正樹先生と

親交を深められ緑内障を専門にする大き

な要因になったことでしょう。また宇宙飛

行士の金井宣茂さんと大学時代の同級

生でご友人とのことでした。まさに防衛医

大ならではのエピソードといった感じです。

症例検討ではその日に行われた手術に

対する討論が行われました。庄司先生は

フックロトミー時にサイドポート作成、粘弾

性物質注入、ＣＣＣを施行した後にフック

ロトミーを行います。そうすると主創口を作

成していないため粘弾性物質の脱出が少

なくなり低眼圧での視認性の低さがないと

いうのが理由でした。実に理にかなった方

法だと思います。ただサイドポートから入る

ＣＣＣ攝子がないとできないため、いまから

変更するのはなかなかハードルが高いよう

に思いました。これから始める先生方には

すごくいいやり方ですので参考になると思

いました。 

その他にもたくさんの質問が出て庄司先

生との討論も盛り上がりましたが時間には

限りがあり続きは食事会と二次会に繰り越

しとなりました。 

 食事会は川越プリンスホテルにて行わ

れました。食事をしながら順に自己紹介や

見学の感想などを述べていくのですが、ほ

とんどの先生はまだまだ聞きたいことがたく

さんあったらしく症例検討会の延長のよう

になってしましましたが、庄司先生にはそ

の一つ一つに丁寧にこたえて頂きました。

二次会は1階のBarに移動して話の続きに

花が咲きます。庄司先生のところで働く若

い先生も参加され入り入りと話を聞くことが

できました。若い先生が生き生きと話をさ

れて、働き甲斐があると言っておられたの

が印象的でした。若い先生が集まってき

て多くの患者さんを診察する。そして若い

先生たちを指導しながら次世代の医師を

育てる。まさに理想的なクリニックだと感じ

ました。閉店まで皆さん大盛り上がりで話

が弾みましたが最後までお付き合いいた

だきました庄司先生ありがとうございまし

た。 

 

 １１月８日、早めの朝食をとりロビーに集

合しました。今日は大阪の先進会眼科の

見学の日です。庄司先生も合流され新幹

第33回 CAOS21の会 



 

た。本当にありがとうございました。内眼手

術が終わると次はＬＡＳＩＫです。途中でア

ルコンのフェムトセカンドレーザーの調子が

悪くなるというアクシデントがありましたが、

何事もなかったように先生方も、スタッフ

の方々も対応されていました。看護師さん

たちは手術中の介助、外回り、アクシデン

トの対応まで本当にどこまで訓練されてい

るんだと感じました。 

 手術、施設見学の後は岡先生のご講演

でした。もっとも力を入れていることは眼内

炎の予防で、今まで眼内炎は起こしてい

ないとお聞きし非常に驚きました。何千例

に１眼は確率的に起きるのだから仕方が

ないと考えていましたが、このような施設

があるということはやり方次第ではもっと眼

内炎の確率は減らせるはずだと思い自施

設での対策を再度考えるきっかけになり

現在取り組んでいます。 

 １９時からはヒルトンホテルに移動して懇

親会が開かれました。ＩＣＬをされている先

生方はまだまだ聞きたいことがたくさんあっ

たようで岡先生に質問攻めをしていまし

た。美味しい食事と楽しい時間はあっとい

う間に過ぎていきます。食事の後は1階の

 手術室は２室あり、１つは内眼手術用の

部屋、もう１つはフェムトセカンドレーザー

をはじめ３台のレーザーが並ぶＬＡＳＩＫの

部屋でした。なんと１３時３０分から１７時３

０分の手術予定時間に多焦点眼内レンズ

白内障手術４眼、ＩＣＬ３０眼、ＬＡＳＩＫ１０

眼の４４眼が予定されていました。後から

聞いたのですが、この日のためにたくさん

予定したわけではなく通常と変わらないそ

うです。私はＩＣＬをしないのでよくわかりま

せんが、岡先生のＩＣＬ手術は片眼約１分

ほどで見事な仕上がりで終わります。特に

上方のﾌﾟﾚｰﾄ部分を虹彩の下に入れるの

が難しいそうですが、岡先生は何の苦もな

いようにすっとＩＣＬの固定をされておりＩＣＬ

をされている先生方からは驚嘆の声が上

がっていました。毎回素晴らしい手術を見

るたびに思うのですが、よい手術ほど淡々

と時間が過ぎていき気が付けば終わって

いると感じます。今回の２施設ともにそん

な感じの手術見学でした。自由診療手術

をしない私にはわからないことや、いろいろ

な疑問に思ったことがたくさんあり、手術中

に近藤先生や菅沼先生にお訊ねすると非

常に丁寧にいろいろと教えていただきまし
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線で大阪に移動しました。移動中も皆さ

ん手術の時にどうだ、こうだと活発な議

論が聞こえてきました。本当に、私から

すると大先輩方なのにいつまでも向上心

を忘れない素晴らしい先輩方だと感じま

した。新大阪から大阪駅にＪＲで移動し

て昼食です。ヒルトンプラザにある虎連

坊さんで鯛飯をメインにした昼食は美味

しくて食べすぎてしましました。その後、

先進会眼科のある梅田ツインタワーズ・

サウスに移動しました。私は２０年近く大

阪に住んでいましたが、大阪の梅田周辺

はかなり再開発が進んでいて久しぶりに

来ると迷子になりそうです。 

 先進会眼科大阪院は自由診療を中心

にされている眼科で施設見学ではまさ

に、屈折矯正手術を中心に検査機器等

が配置されており、患者さんにスタッフが

ゆっくり説明でき、かつ個人のプライバ

シーが守られるようにブースが配置され

ているのも非常に印象的でした。これな

ら患者さんも安心して不安な気持ちやそ

れぞれの事情などが話せるのだろうと思

いました。患者さんからどのようにみられ

ているのかを非常に意識していると感じ

ました。 
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Ｂａｒでの二次会で夜遅くまで話に花を咲

かせました。 

 今回、小江戸眼科内科と先進会眼科の

２施設にお邪魔しました。緑内障治療中

心のクリニックとＩＣＬやＬＡＳＩＫという自由

診療中心のクリニックでしたが、どちらのク

リニックも患者さんの導線、在院時間、治

療結果へのこだわりなど様々のことで私に

とって気付きがありました。さっそく自院で

の診療に生かしていけたらと思っていま

す。庄司先生、小江戸眼科内科のスタッ

フの皆さん、岡先生、近藤先生、菅沼先

生、先進会眼科のスタッフの皆さん本当

にありがとうございました。 

第33回 CAOS21の会 
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眼科の発展を考える“CAOS21の会” 

CAOS21の会 

 

会長     樋口 亮太郎 先生 （金沢文庫アイクリニック） 

世話人 加藤 祐司 先生 （札幌かとう眼科） 

世話人 森谷 充雄 先生 （もりや眼科） 

世話人 小林 聡 先生 （稲村眼科クリニック） 

5 協賛会社 

  

 日本アルコン株式会社                  株式会社ニコンソリューションズ 

 株式会社ニデック                        株式会社イナミ 

 株式会社トプコンメディカルジャパン  カールツァイスメディテック株式会社 

 株式会社ＪＦＣセールスプラン          株式会社タカギセイコー  

 株式会社トーメーコーポレーション     株式会社FOURCUS 

   

 ≪器材提供≫ 

 株式会社ホギメディカル 

 

協賛各社様へ  平素はCAOS21の会へのご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。           

           おかげさまで、第33回CAOS21の会も無事に終了することができました。 

           今後も微力ながら眼科の発展につながるプランを考案していきますので、 

           引き続き皆様のお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

CAOS21の会については、こちらの

ホームページに掲載しております。 

    https://www.caos21.net 

CAOS21の会事務局 株式会社FOURCUS 

〒１７０－０００２ 東京都豊島区巣鴨1-46-1 

電話：０３－５９７８－４３５１  FAX：０３－５９７８－４３５５ 

Mail： sales-tokyo@fourcus.co.jp 


